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1. 試験監督者の指⽰があるまで、問題⽤紙や筆記⽤具に触れてはいけません。触れた場合は、
不正⾏為とみなすことがあります。 

2.  試験中の使⽤が認められたもの以外は、すべてカバンに収納すること。使⽤⽤具は、⿊芯
の鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り（電動式・⼤型のもの・ハンドル付
きのものは不可）とし、それ以外の使⽤は認めません。 

3.  携帯電話、スマートフォン、イヤホン、ウェアラブル端末、電⼦辞書、 IC レコーダーなど
の電⼦機器類は、必ず電源を切ってから、カバンに収納すること。 

4.  試験開始の合図により、試験を始めてください。 
5.  解答には、⼩論⽂解答⽤紙とイメージ画⽤紙を使⽤すること。 
6. ⼩論⽂の解答では、採点者が解答を読めるように、できるだけ丁寧に⽂字を書くこと。 
7.  試験終了の合図とともに直ちに筆記⽤具を置くこと。試験終了後に解答⽤紙や筆記⽤具に

触れた場合は、不正⾏為とみなすことがあります。試験監督者が指⽰するまで、絶対に席
を⽴ってはいけません。 

8.  問題⽤紙と解答⽤紙は、試験終了後にすべて回収するので、持ち帰ってはいけません。 

 

座席番号          



 
第１問 

 
⽇本のマンガでは、作品世界を旅してまわるために読者が乗り込む、ゲームでい

うところの搭乗機体となるような「主⼈公」のキャラクター造形が内⾯、外⾒共に
⾮常に重視されます。したがって、読者にとって、乗ってみたいと感じる主⼈公、
乗りやすい主⼈公、乗っていて楽しい主⼈公を造形する必要があります。また、魅
⼒的な主⼈公は、「メジャー性（多くの読者にとってなじみやすいもの）」と、「独
⾃の個性（新しさや今⾜りないが潜在的に求められているものなど）」の両⽅を兼
ね備えている必要があります。 

場合によっては、主⼈公単体だけでなく、主⼈公と相⼿役（恋愛対象、バディ、
宿敵など）、取り囲む⼈々との関係性やコントラストに個性や魅⼒、ドラマ性を持
たせることも⼤きな武器となります。 

このことを踏まえながら、最近あなたが描いた、あるいはこれから描こうと思っ
ている作品の主⼈公や相⼿役、取り囲む⼈々の設定や造形で、⼯夫を凝らしたこと
をなるべく多岐にわたり具体的に記しなさい。 

 
・字数制限なし。 
・⽤紙は配付された「⼩論⽂ 解答⽤紙」を使うこと。 

 

第２問 
 

第 1 問を踏まえ、メジャー性と独⾃性を共に踏まえた主⼈公や相⼿役、それを取
り囲む⼈たちを、誰が主⼈公で／誰が相⼿役で／誰が取り囲む⼈たちなのかの関係
性が⼀⽬でわかるような構図で、読者が「読んでみたい！」と強く思えるような魅
⼒的なイメージイラストを描きなさい。 

 
・⽤紙は配付された「イメージ画⽤紙」（Ａ４）１枚を使うこと。 
・⽤紙の縦横の配置は⾃由とする。 
 


